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令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告①：事業の全体概要】

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

構成団体
株式会社ルネサンス
株式会社クレメンティア

事業のターゲット

実施フィールド
（地域）

中郷アリーナ、木更津スポーツビレッジ（千葉県木更津市）

①インクルーシブな「みんなのアソビバ」に従事する専門プレイリーダー養成
②インクルーシブなスポーツ環境「みんなのアソビバ」体験会の実施
③インクルーシブなスポーツ環境「みんなのアソビバ」教室の実施
④女性（保護者）向け運動プログラムの提供

事業ターゲット

■ターゲットのスポーツ実施を促すためのポイント

本事業の狙い・実施概要

事業内容サマリ

■本事業のターゲット像

①子ども・若者 ②働く世代・子育て世代 ③女性 ④高齢者 ⑤障害
者

対象 対象数 対象の詳細

こども 障害のある
小学生６～１２歳
対象数３１１人

市内全域の特別支援学級や児童福
祉センターを活用している子ども

金田地区居住の
小学生６～１２歳
対象数２７６人

移住などで若い世代が戸建てに住
んでいる新興住宅地（商業施設集積
地区）で子どもが増えているが、安
全な子どもの遊び場の確保が困難。
会場である中郷まで車で１５分程度。

女性
（保護者）

上記子ども（５８
７人）の保護者数

本事業に参加する子どもの保護者

【子ども】
①個々の発育発達の状況に合わせて、苦手意識や気兼ねなく、のび
のびと楽しく基本動作を経験できる「みんなのアソビバ」を提供
②アスリート（サッカー選手）への憧れ意識や世代間交流の楽しさを感
じる場づくり
③プレイリーダーがリードしながらの自分たちの安全な居場所づくり
【女性（保護者）】
①子どもの習い事を待つ間や家事の合間などの「ついで時間」の活用
②親子遊びを通じた自身の体力レベルを実感してもらい、日常の運動
実施につなげる

地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

スポーツ基本法では、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むこ
とは、全ての人々の権利」とし、各々の関心、適性等に応じて、日常的
にスポーツに親しみ、スポーツを楽しむ活動等に参画することのできる
機会の確保を示している。しかし、現状においては、障害の有無や運動
の得手不得手、家庭環境等の制約により、その実現には課題を有して
いる。
そこで、本事業では、子ども世代とその保護者を対象に、地域のス

ポーツ・コミュニティ交流拠点である中郷アリーナを起点に、障害の有
無や家庭などの環境条件を問わず、地域の誰もがスポーツに親しみ楽
しさを実感できる機会を提供し、日常にスポーツの機会を浸透させる
ことを目的に、インクルーシブなスポーツ環境の推進につながる「みん
なのアソビバ」事業を展開する。
これにより、地域住民の日常的かつ気軽なスポーツ・コミュニティ交
流拠点を活用しながら、スポーツに親しみ体を動かす機会を創出し、
運動の習慣化を支える環境の充足・拡充を図る。

専門プレイ
リーダー
の養成

みんなの
アソビバ
体験会

みんなのアソビバ
教室実施

女性（保護者）向け
運動プログラムの提供



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業実施内容

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

事業実施内容①「みんなのアソビバ」に従事する専門プレイリーダー養成

項目 実施内容

目的
インクルーシブ教育の視点として、出来ることを目的とせずに、それぞれ
の子どもの発育発達に寄り添い、楽しく基本動作を経験できるためプログ
ラムおよび支援が可能な専門プレイリーダーの養成を行った。

実施日時
1回目：9/22（金・祝） 2回目：9/23（土） 3回目：11/9（水）
各10～14時

実施場所 木更津スポーツヴィレッジ、ローヴァーズドリームフィールド

参加人数
対象者

5人（ローヴァーズコーチ）

講座内容
①子どもが抱えている課題と社会背景（講義）
②子どもの発育発達と運動遊びを通じた関わり方（講義）
③運動遊びの実践（実技）

【①「みんなのアソビバ」に従事する専門プレイリーダー養成】

項目 実施内容

講座内容

■概論
・methodの考え方
・子どもについて理解
・子どもの現状と課題
・育ちのリテラシー
・これからの社会を見据えた教育改革
・非認知能力の重要性
■実践
・遊びについて理解する
・プレイリーダーについて理解する
・子どもとの関わり方
・遊びを展開するポイント
■演習
・遊び体験
・教室の計画をする
・実技演習

受講者の声

・講義の前後で、大人主体の取り組みだけではなく、
子どもからの意見を取り入れるなど、子ども主体の取り組みを増やしてい
きたいと感じた。
・大人発信では子ども達に答えをゆだねる声掛けをしていきたい。
・運動遊びは今後、必要性が増してくると思う。地域の子どもの遊びの基盤
を拡げるため、ローヴァーズのような環境がある場所で遊びをさせてあげ
たい。



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業実施内容

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

事業実施内容②「みんなのアソビバ」体験会の実施

【②「みんなのアソビバ」体験会の実施】

項目 実施内容

目的

障がい者スポーツ指導員のプレイリーダーが、楽しく体を動かす体験プロ
グラム」「みんなのアソビバ場」事業を実施した。
本体験会は、まずは、障がいのある子どもとその家族向けに行い、慣れな
い場なので、始めは場に慣れる時間を確保し、安心して「やりたい」気持ち
で自由に活動ができるという段階的な経験をするための場とした。「みん
なのアソビバ」体験会後に継続事業の「みんなのアソビバ」教室の方への参
加を促した。

実施日時
11/19（土）、23（水）、26（土）
午前：10:00-11:00 午後：13:00-14:00 全6回開催予定で準備

実施場所 木更津スポーツビレッジ 中郷アリーナ

参加人数

全3回で3家族5名参加
当初想定していたより参加数がすくなかった。
まずは参加者の心理的ハードルを下げるため、本講座の前に体験会を開
催することとし、まずはターゲットを絞り、特別支援学級に案内をしたが、
逆に対象を限定している記載が参加の判断を難しくしているようだった。
そこで、本講座に向けては、告知方法の見直しを図ることとした。

講座内容

・アリーナにあるラインを利用した鬼ごっこ
・風船バドミントン
・風船バレーボール
・風船リフティング
・プレイリーダーと子どもたちによる2対2（サッカー）
・フラットマーカー当てゲーム
・宝探し

項目 実施内容

結果・考察

（結果）
• 障害を持つ子ども達よりも、保護者の方の方がこのような場所に参加で
きるか不安がある様子がうかがえていた。

• 子ども達は運動はじめは、静かで一緒に遊ぶ大人の様子を窺っていたが、
時間がたつにつれ、笑顔が増え、走り回る様子が見られた。

• 遊びをプレイリーダーが提案すると、子ども達自身でルールを自分たち
が楽しく取り組めるように変更させていく様子も見られた。

（考察）
• 障がいのある子どもの保護者は、新しい環境で何かを始めるときに、子
どもが場に適応できるのか、プログラムを行うことができるのかなど、
不安が大きく、そのことが、日常において心理的ハードルになっているこ
とが理解できた。

• まずは、少ない人数であったり、少しずつでもこのような体験の機会を
増やしていくことで、子どもたちの様子を見ながら保護者の不安感を払
しょくしていく働きかけが重要であり、特別な機会というよりも、日々の
中にこのような場を増やしていくことが子どもたちとっても、保護者に
とっても重要であり、障がいのある子どもとその家族が気兼ねなくこの
ような場に参加できる機会の確保につながると感じた。



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業実施内容

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

事業実施内容③インクルーシブなスポーツ環境「みんなのアソビバ」教室の実施

項目 実施内容

目的
障がい者スポーツ指導員のプレイリーダーによる、３６の基本動作の経験を踏ま
えたインクルーシブスポーツを中心に「みんなのアソビバ」教室を実施した。

実施日時
12/8～2/2毎週木曜日 各日①16時～②17時～の2回 合計16回
12/8、15、22、1/5、12、19、26、2/2 （１２/１は申込0名のため未実施）

指導者 手倉森賢太、秋葉信秀、守山健二、鳥山祥之、内藤雅人、篠田裕子、高島斉

実施場所 木更津スポーツビレッジ 中郷アリーナ

参加人数

全16回の講座で、 52家族（子ども75人）が参加した。

日・時間 12/8 12/15 12/22 1/5 1/12 1/19 1/26 2/2

16時～ 12 10 4 10 9 8 10 5

17時～ 9 17 16 14 20 25 16 25

（学年別）

◆参加者属性

（性別）

項目 実施内容

講座内容

各回、子どもたちの主体性など考慮しながら、専門のプレイリーダーがその
日の参加者の様子を考慮しながら遊びの場を設計し、教室の中で遊びを組
み合わせながら、障害のある子どもも含め、子どもと保護者が一緒に参加
できる講座内容の工夫を行いながら実施した。
【講座内で行った主な遊びの例】
・風船バドミントン
・大小様々なボールを使った鬼ごっこ
・大縄跳び、縄跳び
・バスケットボール ・ドッジボール
・コーン並べ お・ボール蹴り
・バスケットゴール玉入れ
・的倒しサッカー

結果・考察

（結果）
• 様々な年齢の子ども達、同世代の親の皆様が共通の場所で遊ぶことで、
学校の垣根を越えて遊ぶ様子が徐々に増えていった。

• はじめは何をしてよいか分からずに、プレイリーダーに「今日は何する
の？」と聞く子が多かったが、回数が進むにつれ、色んな遊びを自分たち
でするようになった。

• 受付の備考欄に親の皆様から様々な子どもの不安材料をいただいてい
た。しかしアソビバはレッスンを行うわけではないので、徐々にに親の皆
様の心配も減り、気軽に参加していただいた。

（考察）
• インクルーシブな場を設計し、継続的な講座として実施することで、回数
を経るごとに子どもたち同士が経験を踏まえて、互いに配慮したり・関
わりを持ちながら一緒に遊ぶ行動ができるようになり、継続的なかかわ
りの場の重要性を確認できた。

• 年齢、運動能力、障害のある子どもでも、何か決まったプログラムや
レッスンではなくみんなで遊ぶ『アソビバ』であることが、子ども・保護者
双方にとって参加しやすい内容であることが確認できた。



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業実施内容

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

事業実施内容④女性（保護者）向け運動プログラムの提供

項目 実施内容

目的

「みんなのアソビバ」事業に参加している子どもの保護者を対象に、子どもが教
室へ参加する送迎時に、５～１０分程度、親子で一緒に参加できる運動を提供。
また、日頃の運動不足解消を図る為、手軽にできる運動動画などをSNSで配信
した。

実施日時
12/8～2/2毎週木曜日 各日①16時～②17時～の2回 合計16回
12/8、15、22、1/5、12、19、26、2/2

実施場所 木更津スポーツビレッジ 中郷アリーナ

参加人数

◆家族単位の参加者数

講座内容
女性（保護者）など、子どもの講座に参加している方も一緒に体を動かす機会を
増やすため、座りながらでも実施が可能な運動の提供を毎回行った。
（内容） 肩こり解消ストレッチ／ふくらはぎのむくみ解消ストレッチなど

結果・考察

（結果）
• 普段運動機会が少ない人が多かったが、手軽にできるストレッチなどの運動
の提供や、アソビバの講座内で親子で一緒に体を動かすことで、運動機会の
提供やができ、子どもと一緒に動く機会が定期的にあれば運動をしやすいの
で、継続して欲しいと要望があった。

（考察）
• 障害がある子どもの家庭では、より保護者が子どもとの関わりに時間を取ら
れることが多く、自身の時間を確保することが難しいため、このような子育て
支援の場を提供しながら平行して保護者の健康づくりの機会確保はより重
要であると感じた。

LINEオープンチャットでアソビバを運営する「プレイリーダーについ
て」や「家事のついでにできる運動」を提供
今後は、事業終了後に実施を予定している「アソビバ（参加費あり）」
の情報を配信予定

日・時間 12/8 12/15 12/22 1/5 1/12 1/19 1/26 2/2

16時～ 9 5 3 6 8 6 7 3

17時～ 3 12 12 9 10 19 11 15



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告③：広報展開（募集・事業周知）】

広報展開（募集・事業周知）

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

【「みんなのアソビバ体験会」参加者募集チラシ】

・体験会用チラシ作成 1,200部
・配布先 市内小学校特別支援学級および、子育て支援センター
体験会は、障がいがあるなどの理由で運動（遊び）の場がない児童が対象
のため、木更津市教育委員会様からターゲット直接配布のみとして、募集を
クローズで実施。

【「みんなのアソビバ」参加者募集チラシ】

・本講座用チラシ作成 7,500部
・配布先 市内全小学校および、ローヴァーズスクール生
木更津市教育委員会様から、市内全小学校に配布



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告④：効果検証・分析】

効果検証の方法と結果 結果に基づく要因の分析（仮説検証）

「子どもの障害を認めることが難しい」「障害のある子どもの集まりに参加していると
思われたくない」という保護者の心理的ハードルを下げるために、チラシに対象の詳
細を記載せず、配布先をクローズにしたが、むしろ「障害があるから参加が難しい」と
感じてしまったと考えられる。
しかし、本講座には保護者が講師に事前に伝えたいことの欄に「コミュニケーションが
苦手」「作業療法に通っている」「ADHDです」「言葉の理解がしにくい」など、子どもに
課題を感じている保護者（4家族）が兄弟や友人を誘って参加している姿が見られた
ので、まずは案内を広くして、兄弟や友人を通じて参加を促す方法が１ｓｔステップで
効果的と考える。2ndステップで、参加している子どもの友人からのつながり、特別
支援学級への教室の様子の案内をしていく。

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

結果

体験会参加数：3家族子ども5
名※体験会から本講座に参加
した人数0名（平日に設定した
本講座の送迎ができず参加が
できない状況にあった）で目標
は未達であったが、再度本講座
に関する告知案内を広く行い、
本講座は52家族（子ども75
人）の参加となった。

「みんなのアソビバ」教室への参加家
族52世帯中、事前・事後の有効回答
数は16件となった。
事前アンケートでは週に１回以上運動
をしていた人が16中5人（31.3％）
だったが、事後アンケートでは、16人
中7人（43.8％）となり、12.5％の
増加となり、目標の＋10％を上回っ
た。

対象 障がいのある小学生６～１２歳 女性（保護者）

目標設定
障がいのある子どもの体験会か
ら本事業への参加割合 →7割

女性（保護者）の週1回以上運動実施
率 →＋10％

目標設定の目的

環境がないことや、経験がない
ことにより、障害のない子ども
と一緒に行う取組に不安を感じ
ていた家族が体験会に参加する
ことによって自信になり運動意
欲が向上する。

子どもと取り組める運動を楽しく感
じる、子どもと取り組むために体力
が必要と感じる、家事を運動に変え
ることで時間がなくても取り組める
ことによって、運動実施が増加する。

効果検証方法

◆調査手法：参加児童の保護者に対してWebアンケートにより行う。
◆調査項目：Sport in Lifeコンソーシアム活動報告書アンケート調

査票項目に、「参加のしやすさ」「子どもの変化」「アソビ
バ以外での活動の様子」等を追加して、今後の継続実施
に向けた改善を図る。

◆調査のタイミング：参加者の初回参加時（申込時）および、最終回に
実施。

①障がいのある子どもの体験会から本事業への参加割合→0％

②女性（保護者）の週1回以上運動実施率→＋12.5％（目標達成率125％）
事前・事後の有効回答数のｎ数が少ないので、この結果が全体の傾向とできる
かの課題はあるが、事後アンケートにおいて「今後も（今後は）運動やスポーツ
を定期的に行いたいと思うか？」の問いに対して100％が「ややそう思う」
「はっきりそう思う」と回答したことからも、参加者の運動・スポーツへの意識
変革は図れたと考える。

（今後も（今後は）運動やスポーツを定期的に行いたいと思うか？n=16)



令和４年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告④：効果検証・分析】

その他アンケート集計結果

代表団体名：ローヴァーズ株式会社

事業タイトル：地域の誰もがスポーツに親しみ楽しさを実感できる
インクルーシブスポーツ推進プロジェクト「みんなのアソビバ」

◆質的評価（アンケート自由回答より抜粋）
・自由に道具を使って遊べるので、身体を動かしながら楽しめとても良かった。
・毎週固定の習い事ではないので参加しやすかった。
・自由に運動させてもらって楽しそうだった。
・室内なので天気に左右されず参加できて良かった。
・いつも野球しかしない息子でしたが、サッカー、バスケなどの他のスポーツを
楽しむ事ができた。

・取組に関しては、子供の運動能力向上やストレス発散など成長過程においてとてもいい
刺激であり、経験・体験だと思うので、もっとこのような取組を増やして頂きたい。

◆お子様が運動・スポーツをするのは週あたりどのくらいですか。

事
前

事
後

◆お子様が運動・スポーツをする時間は1日あたり（週の平均）
どのくらいですか。

事
前

事
後

◆今回のプログラムを通して、あなたは、運動・スポーツやからだを動かす遊びに対しての
変化はりましたか？（事後アンケート）

理由
・ボールを蹴るのが上手に
なったと褒められたため

・友達と遊びながら体を動
かすことが楽しそうだった

事前・事後有効回答数（ｎ＝16世帯）※アンケートは世帯単位で実施した


